
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologloal 　Soolety 　 of 　Japan

B363

　　　AFES 感度実験による北極海氷減少の北半球気候へ の 影響評価
　　　　　　　　　一 冬季気候へ の影響とその 季節依存性一

＊山崎孝治
1・2

、中村 哲
1・2

、岩本勉 之
1・3

、本田 明治
3

、 浮田 甚郎
3

、 三好勉信
4
、小 川泰信

l

　　　　　　　GRENE ．ArctiC　1．極地研 、
　2．北大、　3．新潟大、4．九大

1．はじめに

　Honda　et　al．（2008）は AGCM を用 い た感度実験に

より、 9 月 の 北極海の 海氷 の減少が、そ の 後の 冬挙

く11 月 〜 2月）の 日本 および ユ ーラシ ア 大陸上 に低

温偏差をもたらすこ とを示 した 。 しかしなが ら冬季 の

低温偏差の 原困が数ヶ 月 の 前の秋 の海氷減少にあ

るのか 、 それとも実際には 9月から持続する冬季の 海

氷減少によるもの なの かの 判断は難しい。

　我 々 は、GRENE −Arcticプ ロ ジェ クトの
一

環として 、

北半球、特 に N 本の 気候に対する近年の 北極域の

環境変化の 影響を調査するこ とを 鬣的とし、AGCM

For　Earth　Sirnulator（AFES ）を用 い たア ン サン ブル 実

験を計爾 中である。 そ の第一
ス テ ップ として、AFES を

羯い た感度実験を行 っ た（中村他 、2013 年秋季大

会）。 本研 究では 、 海氷の 変化を夏季 、 冬季 の みに

限定した 同様の感度霙験を行 い
、 冬季北半 球の気

候に対 す る 、 海氷減 少 の 影響の季節依存性を評価

したもの である。

2．AFES

　モ デル 上端高度を上部成層圈 （60km）まで延伸し

た AFES （解像度 ：f79L56）を珊い 、褒 1 に示す境界

条件を設定した実験により、 海氷減少 に対する大気

応答を評価した。ここで （rNTLと淋 1飽 奚験は中村他

（2013 年秋季大会〉と全く周じもの で ある。Summer と

Minter実験はそれぞれ 夏季 （5月 〜9月）、冬羃（11

月 〜 3月）の 北半球の海氷 の み （］IVTL実験から変化

させたもの である（図 1参照）。それぞれ 20 年分の 積

分を行 っ た
。
CIVTL 実験に 対する各実験の 平均差を

とり、T 検定により統誹的有意性を検定した。

3．結果

　北半球 の 海氷減少に対する応答 （淋 1虎 一（rlVTL）

として、北半球冬季 （DJF 平均）には 、 東シ ベ リア域

（120°E 、 55°N ＞、 東ヨ
ー

ロ ッ パ 域（30°E 、 55°N）、北米

東岸域 （70°W 、45°N）に低温偏差 が見られた（図 2

左 ）。日本付近で は有意性はないもの の 、 低温偏差

傾向にあり、Honda　et　al．（2008）と整合する結果が得

られた。

　興味深 い ことに、夏季 の 海氷変化 に対する応答

（Sermmer− CswL ）で は有意讎 低くなるもの の 、大

睦上 lqer
’
a様 の 低温偏差が見られた（図 2右）。

一
方で 、

冬季の 海氷変化に対する応箸 （Mnter − CNTL ）で は、

海氷減少 の 顕著なバ レ ン ツ海 、 オホーツ ク海などで ロ

ーカル に高温偏差が有意に見られたもの の
、 大陸上

の 低温偏差は 、 有意性 は無く、 そ の振幅も夏季の海

氷変化に対するもの と同程度 か僅かに小さか っ た

（図なし〉。

　この結果は 、 Honda　et　a夏，（2eo8）と整合するもの の 、

何が数ヶ 月程度の 気候メモ リとして働くの か はわか っ

てい ない。実験設定か ら海洋 （SST）はそ の役 琵を果

たさない ため 、 陸面過程か成層圏過程 、 もしくはその

両者に注 蟹する必 要がある。

表1．各 AFES 実験に用いた SST／ICE境界条件
SST および南極灘氷 北極海氷

o〃 π 昔 昔

〃吻 θ 昔 今

釦 濡 叨 θ厂 昔 今（夏季の み）

〃腕 θ厂 昔 今（冬挙の み ）

瞥 （今）：各月 1979・・1983（2005−200g）の 5 年平均値
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図 1，AFES 実験の 下 部境界条件に用い た

北半球 （北極海十オホーツク海 、
ベ ー

リング

海 ）の 海 氷 面 積 の 減 少率 の 季 節 推移 。
α＞TL の海氷面稜に対し、各実験の 海氷面

積の割合を示す 。 灰色太線は N−lce、細実線

（a　Summer、細破線 は Minterの もの である。
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図2，（左）  寅験に対する澤 1鴕 塞験の DJF 平均 850hPa
気温偏差 。 陰影 は統計的有意水準 9◎％を超える領域を示
し、 薄（濃）いもの は正 （負）備差に対応する。 等値線間隔は

O．3K でゼ ロ 線は描かれない 。（右）Summer実験の傭蔆。
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